
■支援の背景
道内企業における先端技術人材の確保・育成を目的とした「地域の企業の先端技術人材確保・

育成等支援事業」の一環として、「【訪問型】ロボットSIer（システムインテグレータ）育成研修in
大阪」が実施され、アドバイザーとして研修全体のコーディネート業務を担当しました。本研修
では大阪地域の先端技術展示施設や、ロボットを導入している企業を視察して意見交換を行いま
した。先端技術の中でもIoT・ロボット技術は人手不足解消や生産性向上のカギとなっており、こ
れらの技術を導入するあたって中心的な役割を担うロボットSIerの役割は非常に重要です。そこ
で、本研修を通じて道内企業と大阪地域SIerとの連携強化を図り、地域産業の競争力強化を目指
しました。

■支援の要点
１．先端技術展示施設（IATC、5GX（クロス）LAB OSAKA）の視察によるロボット・AI・IoT

技術の最新動向把握と活用可能性の検討
２．ロボット導入企業の現場視察を通じた実践的な導入事例や課題解決方法に関わる情報収集
３．大阪地域のSIer企業との意見交換による連携モデルや技術課題への対応策の構築

先端技術展示施設の視察 ロボット導入企業の視察 意見交換会

■支援の成果
１．先端技術展示施設の視察では、ロボットとAI・IoTやAGV/AMRと組み合わせたシステム

の研究が進んでいることを確認しました。また、PLC・制御盤の技術講習も行われており、ロ
ボットシステム全体の構築に関する情報を収集することができました。

２．ロボット導入企業の視察では、プラスチックカード印刷工程や液体石鹸製造工程における自
動化の実例を視察しました。特に、協働ロボットの操作性の高さや、現場の実情に合わせた段
階的な導入アプローチがコスト低減と実用性向上につながることを確認しました。

３．大阪地域のSIer企業との意見交換では、「得意分野の異なるSIer間の連携」や「遠隔地でのメ
ンテナンス対応」などについて具体的な協力モデルを構築しました。これにより、道内企業が
抱える同様の課題に対して、実践的な解決策を提示することが可能となりました。
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技術支援成果18／情報通信・エレクトロニクス・機械システム関連技術／ 2025 技術指導

ロボット先進地域におけるSIer人材育成プログラム
SIer Talent Development Program in Advanced Robotics Regions

産業システム部　井川　　久

■支援の背景
製糖工場では原料となるてん菜をほ場から引き取る際、生産者立会いのもとで受渡査定を行っ

ています。受渡査定では夾雑物（土塊、石、腐敗したてん菜など）の混入重量、製糖に適さない
茎葉冠部の除去割合、てん菜に付着した土砂の重量割合を目視で判別していますが、目視判別に
は熟練技術が必要であり、熟練者の育成には時間を必要とします。また、昨今の人手不足の影響
で生産者は受渡査定の立会業務に従事する人材の確保が難しくなってきており、その結果、複数
箇所で実施される立会業務を１人で掛け持ちしなければならない状況となっています。

当場では（一社）北海道農産協会からの依頼を受け、令和元年から製糖工場における査定・立
会業務のDX化に関する技術支援に取り組んでいます。今年度は開発を進めている査定業務の自動
化を行うAIシステムと、遠方に位置する任意の事業所から受渡査定現場を確認可能な遠隔モニタ
リングシステムの改良を行いました。

■支援の要点
１．AI査定システムの実現に向けた学習データの継続的な収集
２．立会業務に従事する生産者の負担軽減を目的とした受渡査定現場遠隔モニタリングシステム

の改良

てん菜作付市町村（黄色）と

製糖工場（赤色）（令和５年データ）

※地理院タイル （白地図）を加工して作成

受渡査定現場に設置したモニタリング用カメラと

AI査定用カメラ

モニタリング用
カメラ

ＡＩ査定用
カメラ

■支援の成果
１．受渡査定現場に設置したAI査定システムの評価結果と、評価に用いたてん菜画像を自動保存

する機能を開発しました。画像を圧縮して保存することにより、長期間のデータ収集が可能と
なりました。

２．受渡査定現場遠隔モニタリングシステムの連続稼働試験を行った結果、不具合なく３カ月間
連続で稼働することを確認しました。また、本システムを複数箇所に設置することでマルチモ
ニタによる複数の受渡査定現場の同時モニタリングを実現しました。

（一社）北海道農産協会　札幌市中央区北４条西１丁目共済ビル５階　Tel. 011－221－2542

技術支援成果19／情報通信・エレクトロニクス・機械システム関連技術／ 2025 技術開発派遣指導

てん菜受渡業務の遠隔モニタリングシステムの開発
Development of a Monitoring System for Trading of Sugar Beets
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